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はじめに一
　
慶長十九年（一六一四）十一月
―
宣教師およびキリシタンの大追放
一
　
幕府長崎の教会十 ヶ所を破壊
一
　
マカオとマニラへ放逐になった者
一
　
流刑地
―
マカオ
一
　
マカオの聖パウロ教会（ 「
大
ダーイサームバーパーイフォン
三巴牌坊
」 ）に葬られた日本人
むすび
はじめにわが国に宗教の自由がないころ、 〝禁教〟とは、ある宗教を布教したり、信仰することを禁じることを意味した。スペインの宣教師フランシス
コ・ザビエル（一五〇六～五三）が、鹿児島に上陸したのは天文十八年（一五四九）七月三日のことである。かれは以降従者とともに鋭意キリスト教の伝道に努めた。この新渡の宗教は しだい 信者の数をふやしていき、慶長十八年（一六一三）日本の信者の数 、六〇万人にのぼっていた（
1）
。天正十五年（一五八七）秀吉は禁教令を発し、宣教師の国外追放を命じたが、敢行せず、比較的に寛容の態度をもってキリスト教に臨んだ
（
2）
。
が、翌十六年長崎におけるイエズス会の勢力を知るに及び、同地を公領とした。
徳川家康は朝鮮や中国はもちろん西洋諸国との通商を望み、貿易奨励のため、キリスト に いして寛大であった。しかし、諸大名とその臣下、
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直参や大奥の女中
（
3）
）のなかにもキリシタンがいることを知り、座視できなくなった。
当時の布教は、ポルトガルやスペインの国家的事業であり、たぶんに政治的の意味がふくまれ、領土的野心が表に現われていた
（
4）
。ポルトガルか
らやって来るイエズス会の宣教師は、ポルトガル商人と結託し、またスペインから来るフランシスコ会、ドミニコ会、アウグスチノ会らの三教団は、スペイン商人らとぐるになり、双方で誹謗中傷をおこなった。
とくに家康の神経をもっとも強く刺戟したものは、オランダ人のざん言であった。ポルトガルやスペインは、まず僧侶を送り込み、宗教をひろ
め、ついで軍隊をもってその国を征服する というものであった。
日本のキリスト教史四百年 便宜上五期にわけると、つぎのようになる。
第一期……キリスト教伝来時代。
天文十八年（一五四九）サビエルが鹿児島に上陸後、布教を開始し、ガスパル・ヴィレラ神父が京都において開教するまで。
第二期……布教時代。
京都開教から天正十五年（一五八七）に秀吉が禁教令を発し 宣 師の国外追放を命じ、さらに慶長元年（一五九六）キリシタン二十六名を長崎で処刑するまで（二十六聖人の殉教） 。
第三期……禁教時代。
家康が禁教令を発し、寛永 四 三七 島原の乱（天草のキリシタンらの挙兵）をへて、幕末まで。
第四期……復興時代。
幕末におけるカトリック教の復興およびプロテスタント宣 師の来日。明治二十二年（一八八九）大日本帝国憲法が発布され 信教の自由を明記するまで。しかし、信 自由はおこなわれなかった。
第五期……明治、大正期をへて昭和期に入り、昭和二十四年（一九四九）サビエル渡来四百年祭をおこなった。戦後は信教の自由を得、こんにちに至
っている。
注・比屋根安定著『日本基督教史
　
全』教文館、昭和
24・
12を参照。
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本稿は慶長十九年（一六一四）宣教師およびキリシタン四百余人を長崎から追放する前後の事情、異国での追放人のその後のくらしぶりなどの
概要をしるしたものである。この慶長十九年の大追放は、わが国のキリスト教史上、第三期に属する大事件であった。
＊
一
　
慶長十九年（一六一四）十一月
―
宣教師およびキリシタンの大追放。
慶長十八年十二月二十二日（
一六一四・一・三
）―
幕府の宗教顧問・金
こん
地ち
院いん
の僧崇
すうでん
傅は、 「黒衣の宰相」の異名をとったが、江戸城に呼ばれると、家康
に命じられ、徹夜で禁教令（バテレン追放文）を草した。 「慶長十八
癸みずのとうし
丑
十二月廿二日之夜、於
二江戸新城
一、大御所様被
二仰出
一、伴天連追放之
文製
レ之、其夜
二從鶏
けい
鳴めい
一至
二干
曙しよう
天てん
一、文成矣、翌日廿三献
二御前
一」 （ 『増訂
　
異国日記抄』 二〇五～二〇六頁） 。
「乾為
レ父、坤為
レ母。人生
二於其中間
一、三才於
レ是定矣。夫日本者、元是神国也」 （
乾けん
［天子］を父と
為な
し、
坤こん
［皇后］を母と為す、人その
間あいだ
に
生れて、
三さん
才さい
［天・地・人］ 、
是ここ
に
於おい
て、定まる。
夫そ
れ日本は
元もと
是これ
神しん
国こく
なり）といった句にはじまる〝バテレン追放文〟は、六百数字
（
5）
にあまる難
解な漢文で書かれたもので、外国人にあたえた一種の宣言文であった。この追放文は、将軍秀忠の朱印が捺され、全国に施行された。
崇傅は、諸寺諸宗の法度をつくった当人でもあったが、家康に進言してキリシタン迫害を断行せしめた
（
6）
。その実行命令をうけた小田原城主・大
久保相模守
忠ただ
隣ちか
は、翌慶長十九年一月京都に上ったが、ほどなく徳川に対する陰謀の嫌疑で改易を命じられ、城地没収となった。残務は所司代・
板倉伊賀守勝重が処置することになった。京都にあった天主堂二ヵ所のうち、西の京にあるものは焼却し、四条にあるものは破却した
（
7）
。京都のイ
エズス会の神父たち八名と修士七名は、二月十一日、七日以内に長崎へむけて出発し、長崎から本国へ帰還せよとの命令をうけた
（
8）
。当時、京都に
は七千名以上 キリシタンがいた。
板倉は柔和な性格の人物であったらしく、京都の改宗者七千名のうち、千六百人だけを告発 た
（
9）
。幕府はキリシタン禁制の大布教を天下に発表
した翌十九年（一六一四）の春から、全国の大名に命じてバテレンらを長崎に護送せしめた。陽春の長崎は、海外へ追放される宣教師や信徒が日本各地からあつまり、信仰は高まり、士気は大いに振っ 。しかしかれ は放逐される日をじっと待たねばならなかった
（
10）
。このときの長崎の街の
ようすは、 「伴天連ドモ
　
長崎町中ニ充満シ、切支丹ヲ引連、町中ヲ廻リケル」 （ 「長崎港草」 ）というものであった。長崎の教会では、宗教的儀式
は行なわれなかったが、五月（陽暦）になると、四つの教団
―
フランシスコ会、ドミニコ会、アウグスチノ会、イエズス会
―
による宗教行事
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の大行列が二カ月間もおこなわれた
（
11）
。この行列は、慶長十九年四月一日（一六一四・五・七）から同月二十一日（五・二九）まで十回おこなわれ
た。行列の中には、頭に茨の冠をいただく者、十字架をかつぐ者、体をムチ打つ者（
改ペニテンテ
悛者
） 、連とうを口にする者などがおり
（
12）
、はじめその数は
七百人ほどであったが しだいにふえ千人、千五百人となり、 「一日ニ通ルヿ
こと
三千人ニモ及ヘリ」 （ 「長崎港草」 ）という。このキリシタンの大行列
は、神の救いをもとめるための〝改悛の行列〟であった
（
13）
。
＊
一
　
幕府長崎の教会十一ヶ所を破壊。
慶長十九年五月六日（一六一四・六・一三）長崎奉行・長谷川佐兵衛は江戸から帰り、同年七月二十二日（八・二七）には、幕使・山口駿河守
重弘が長崎に到着し、宣教師およびキリシタンを海外に放逐することが着々と進められた。まず平戸、唐津、有馬、大村、佐賀の藩兵を徴し、長崎の町にある教会を十一ヶ所破壊した。つぎの教会はその一部であ が、いま判明しているキリシタン寺の名称は左記の通りである。
春徳寺の地に
	
「タウドノサンタ」………いまの長崎市夫婦川町春徳寺。トードス・オス・サントス教会（一六一四年一〇月ごろ破壊）
立山奉行所
	 「ペキドノサンタ」…… サン・ペドロ教会［外浦 ］ （一六一四年一一月一二日に破壊）
本蓮寺の地に
	
「大寺サンジュア 」… サン・ジョアン・バプチスタ教会
酒屋町に
	
「本クルス」………………貧民に施行したサ ディエゴ教会のこと （一六 四年 一月五日に破壊） 。
桜町の獄舎の地に
	 「今クルス」…… サン・フラ シスコ教会。この教会は貧民に米を施行した。
本古川 に
	
「鳥ノハ屋敷」… サン・アウグスチン教会［諸人の集会所］ （一六 四年 一月九日に破壊） 。
正覚寺の地に
	
「サンジュアン」… 不詳
注・教会の邦名「
　
」内は、 「増補
　
長崎畧史
　
上巻」にあるもの。
教会を破壊するとき、大勢の人夫が当ったが、建物は大きな木材を使っており、かつ堅ろうに造られていて、取りこわすのが容易ではなかった
ようだ。その木材は仏教僧にあたえたという（ 「増補
　
長崎畧史
　
上巻」 ） 。
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ポルトガル船が初めて長崎に入港した一五七一年（元亀二年）の人口は、約千五百人。宣教師らが追放された一六一四年（慶長一九年）には、
五万人を数えたという。住民のほとんどはキリシタンであったから、長崎はキリシタンの町であった
（
14）
。ドミニコ会のハシント・オルファネル神父
（
O
rfanel	Jacinto	O
.	P
. ）が記すところに従うと、一六一四年一一月上旬に、長崎において少くとも九つの教会が破壊された（アルカディオ・シェ
ワーデ「共通論題
　
長崎とキリスト教
　
一六〇〇年から一六一四年にかけての長崎に於ける修道院と教会」 （ 『キリスト教史学』第一六集所収、昭
和
40・
9） 。
長崎に在った教会は、つぎの十一ヶ所である。
サン・ラザロ、サン・ジョアン・バプチスタ教会
……一五九二年（文禄元年）の創建。この教会は、本蓮寺の地にあった。サン・ラザロはライ病院であり、ポルトガ
ル人の船長ロケ・デ・メルの寄付ではじまったという。教会と病院の跡地を想起させるものは、石垣と古井戸（ 「南蛮井戸」と呼ばれている）だけである
（
15）
。
　
トードス・オス・サントス教会跡（長崎市
夫婦川町春徳寺）。〔筆者撮影〕
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サン・パウロ教会………………………この教会は日本に来るポルトガル人のために港の近くに建てられた。創建は一五七〇年（元亀元年）ごろとされ
ている。その場所はいまの県庁所在地にあたる。
被昇天の タ・マリア教会 一六〇一年（慶長六年）の創建。サン・パウロ教会のすぐ コレジョ附属の「画家養成所」が
あり、イタリア人の神父・ジョヴァンニ・ニコラオが指導に当っていた。 （一六一四年一一月三日に破壊） 。
ミゼリコルジア 家および附属会
……この教会は、本博多町
―
いまの長崎地方法務局の場所にあった。この教会の主なしごとは〝らい病人〟の世話
をすることであった。 （一六一四年一一月に破壊） 。
サンタ・マリア・ド・モンテ教会（山のサンタ・マリア教会）
……遠くにいる水夫たちからも見えるように立山の地にあった。その場所はいまの県立図書館がある高台にあり、長
崎に入港するポルトガル船の目印にされていた。一六〇〇年前後、ミゲル・アントニオという日本人が、教区司祭として経営にあたっていた。 （一六 四年一一月五日
サン・ミゲル聖堂………………………山のサンタ・マリア教会の近くにあった。小聖堂として一六〇〇年の初めに建てられた。サント・ド ンゴ教会 いま 桜町小学校の地にあったドミニコ会の教会。いま同小学校内に「サント・ドミンゴ教会跡資料館」がある
一六〇九年（慶長十四年）の創建。 （一六一四年一 月 二日に破壊） 。
サン・フラ シスコ教会……… フランシスコ会 。いまの長崎市役所水道局庁舎のあたりにあった。 （一六一四年一一月一五日に破壊） 。サンタ・クラ 教会………… 浦上の大橋の町にあった。その他、日本人が世話していた教会サン・アントニオ教会……… 本大工町に一六一〇年（慶長十五年）ごろ創建され （？） 。アントニオ村山神父（村山東安 むすこ）が、こ
の教会の運営にあたっていた。 （一六一四年一一月一一日に破壊）
トードス・オス・ トス 一五六九年（永禄十二年）ガスパル・ヴィレラ神父によって創建された。教会は寺の材木を用いてつくられた。
コレジオをもち哲学・神学・宗教学・ラテン語・日本史などを教えた。遺跡としては古井戸と門前の巨大な楠
くす
の
木のみである。
長崎にあったこれらの教会のうち「長崎の三大教会」と呼ばれたものは、トードス・オス・サントス教会、サンタ・マリア・ド・モンテ教会、
サン・ジョアン・バプチスタ教会であった
（
16）
。ともあれこれらの教会は、追放されるべき運命にある宣教師や信徒らが出帆する前後に破却されたの
である。
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???
［ 1 ］サン・ラザロ，サン・ジョアン・バプチスタ教会（本蓮寺）
［ 2 ］サン・パウロ教会（いまの県庁所在地）
［ 3 ］被昇天のサンタ・マリア教会
［ 4 ］ミゼリコルジアの家および附属教会（いまの法務局）
［ 5 ］サンタ・マリア・ド・モンテ教会［山のサンタ・マリア教会］
　 　（いまの県立図書館）
［ 6 ］サン・ミゲル聖堂
［ 7 ］サント・ドミンゴ教会（いまの桜町小学校）
［ 8 ］サン・フランシスコ教会（いまの長崎市役所水道局庁舎）
［ 9 ］サンタ・クララ教会（浦上の大橋），位置は不明。
［10］サン・アントニオ教会（本大工町）
［11］トードス・オス・サントス教会（春徳寺）
その他
サン・ディエゴ教会（酒屋町）
サン・アウグスチノ教会（古川町）
長崎サンチャゴ病院
などがあったようだが，位置は不明。
キリシタン
の町　　　《長崎の教会の位置》
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長崎における教会破却に関する日本側の史料に、 「切
キリ
支シ
丹タン
寺でら
焼やき
捨すて
之の
事こと
」 （ 「長崎実録大成
　
第七巻」所収）がある。それによると慶長十九年
甲きのえ
寅とら
に山口駿河守を長崎に遣り、長崎に建設されたキリシタン寺十一ヵ所を近隣の諸大名に命じ、教会内のキリスト像、諸具ともども打くだき、焼きすてさせたという。このときの諸藩の役割分担は、つぎのようであった。
（佐賀藩）鍋島信濃守…………西御役所境内ニ二ヶ所
　　
（サン・パウロ教会と被昇天のサンタ・マリア教会）
（唐津藩）寺沢志摩守………
春徳院地内ニ一ヶ所
　　　
（トードス オス・サントス教会） 。この教会は、ガスパル・ヴィレラ神父が、領主・長崎甚左エ門からもらった仏教寺院を改造して建てたものという（ 『長崎と海外文化』長崎市役所、大正十五年四月、一四頁） 。
爐（炉）
粕町ニ一ヶ所
　　　　　
（サン・ミゲル聖堂）
勝山町ニ一ヶ所
　　
（サン・ドミンゴ教会）
（有馬藩）有馬左衛門佐
……
桶屋町ニ一ヶ所
　　
（サン・フラ シスコ
十善寺村ニ一ヶ所
　　　　
（教会名不詳）
（平戸藩）松浦壱岐守
……
本多町ニ一ヶ所
　　　　
（教会名不詳）
今町ニ一ヶ所
　　　　　　
（ミゼリコルジアの家および附属教会のことか）
（大村藩）大村民部少輔
……
立山御役所境内
　（サンタ・マリア・ド・モ テ教会）通称「山のサンタ・マリア」
本蓮寺地内ニ一ヶ所
　　　
（サン・ジョアン・バプチスタ教会）
山口駿河守は、教会の破壊を見とどけてから、茂
も
木ぎ
（長崎市南部）より船に乗り島原に渡り、キリシタンの詮議をおこなったのち帰府したとい
う。
このとき破壊された長崎の教会の図は、存在したのかしなかったのか、いまだ発見されていない。その形状についても明らかでない。わが国では、教会のことを「天主堂」 「天主教寺」 「
切（キリシタン）
支丹
寺」 「南蛮寺」などと呼んだのであるが、その建築様式についてはまだ明らかにされ
ていない。しかし、諸家の意見を総合すると、つぎのように要約されそうである。
一
　
外観は和洋混交の風であったこと。
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一
　
建物は木造三階建（ヨーロッパ風にいうと
二階建）であり、材木は各地からもたらされた。一階は礼拝堂。三階は住院にあてられた（新村出説） 。
一
　
長崎の教会は、より洋風であり、建物も広
大かつ天主堂らしかったと理解される。内部はヨーロッパの教会に近いものであった。建物は三つの
側ナヴィ
廊（
nave ）があり、周囲に廊下がめぐらさ
れていた（岡本良知説
（
17）
） 。
慶長十九年九月十八日と同月二十六日に、長崎
岬の教会（被昇天のサンタ・マリア教会）いまの県庁
所在地にあった。
パチェコ・ディエゴ「長崎の教会-1567年～1620年」
『長崎談叢』（第58輯、昭和50・12）より。
ミゼリコルディアの家および附属教会跡（長崎市
本博多町）、長崎地方法務局）。〔筆者撮影〕
（10）203
奉行・長谷川佐兵衛
（
18）
は、アウグスチノ会、フランシスコ会、ドミニコ会に対して、日本を退去する際に乗る船の手配を命じたところ、すでに調達
したとの回答を得た
（
19）
。長崎に集った宣教師たちは、何ヵ月も追放の日の到来を待たねばならなかったが、同時に心 中では家康が布告を撤回し、
ポルトガル商人の世話をするために、長崎に残留することを許すことを願っていた
（
20）
。
　
さいごの時が来た、と悟ったドミニコ会のひとびとは、九月十一日（一〇・一四）教会や墓地の十字架を取りはずすと、それをこまかく砕き、
他の儀式用の器具といっしょに焼いた。さらに各自墓地へ急ぎ、両親や友人の骨をひろっ 。イエズス会の神父たちは、教会にあった聖骨や亡くなった司教、神父たちの骨を掘りだして安全の場所 移した（
L
éon	P
agés:	H
istoire de la R
eligion C
hrétienne au Japon,	C
harles	D
ouniol,	P
aris,	
1869,	P
.278 ～
P
.279.	 レオン・パジェス
　『日本切支丹宗門史
　
（上）』 、三五四頁） 。
サント・ドミンゴ教会（パチェコ・ディエゴ論文）より。
サント・ドミンゴ教会時代の井戸（「サント・ドミンゴ教会跡
資料館」現・桜町小学校）。〔筆者撮影〕
中国のジャンク。（Resumo da História de Macau,1927年）より。
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九月二十二日（一〇・二五） 、長崎奉行・長谷川佐兵衛は二日以内に出帆せよ、と命じた
（
21）
。もし船の準備がととのはなかったら、長崎から三リ
ュー（約一二キロ）離れた福田浦（港）で待てといった。船の準備が整わなかったので、修道士たちは、木
き
鉢ばち
に、残りは十
じゅ
善ぜん
寺じ
に、高山右近らは
福田に
（
22）
むかった。
追放者たちを乗せる五隻のジャンク（ふつう三本マストの平底帆船）が、慶長十九年の五月（陽暦の六月）に長崎に来ていたが、どれも小さな
ボロ船であり、修理しなければ輸送に耐えられなかった。そのため修理に手間どったが、ついにそれらの船に乗って長崎をあとにする日が訪れた。
＊
一
　
マカオとマニラへ放逐になった者
慶長十九年十月六日と翌七日（一六一四・一一・七、一一・八）五隻のジャンクは、マカオとマニラにむけて した。慶長十九年十月六日
（一六一四・一一・七）にマカオに放逐された者は、二隻の船（ポルトガル船とジャンク）に分乗して出帆したが、史料や史家によって
その数に0
異同0
がある。 「天主教沿革志」 （ 「増補長崎畧史
　
第十七巻」所収）には、
同（慶長十九年）
年九月（十月の誤り
―
引用者）幕府使番
　
間宮権左衛門伊治を遣り
　
各地に捕へたる教徒百余人
0
を阿
（マカオ）
媽港に放つ
とある。
マカオ行の船に乗ったのは六十二人
0
のイエズス会員（うち三十六名は神父。ただし三人は、長崎港外で下船潜伏したので実数は三十三人や同宿、三人
のベアタス会員などが乗っていた（片岡弥吉著『日本キリシタン殉教史』智書房、平成二十二年五月、一四五頁） 。
その他二隻の船に乗った は、修道士たちであり、かれらについてはすでに語ってある。イエズス会士六十名
0
、神学名五十名
0
である。かれらは中国の
町マカオへむかった（
M
r	l ’A
bbé	de	T
:	H
istoire de L
’E
glise du Japon,	T
om
e	second,	E
stienne	M
ichallet,	P
aris,	M
.	D
C
.	L
X
X
X
IX
,	P
.278 ） 。
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数日後の十月二十七日（慶長十九年九月二十四日
―
引用者） 、宣教師はみな長崎の町から引き出され、数日間近くの福田と長崎湾にもう二つある小
さい港に集結させられた。十一月七日と八日（慶長十九年十月六日、同七日）司教総代理のガスパル・デ・カルバリオ師は、
六十二0
名のイエズス会士
（三十三名は司祭、二十九名は修道士） 、一名は日本人の教区司教、神学生や同宿のグループが、ポルトガルの大船とジャンク一隻に乗り、マカオにむかった（
	Joseph	Jennes	C
.	I.	C
.	M
:	H
istory of the C
atholic C
hurch in Japan,	T
he	C
om
m
ittee	of	the	A
postolate,	T
okyo,	1959,	P
.130 ） 。
ノ（ポルトガル船）
ッサ・セニョーラ・ダ・ヴィーダ
号とジャンク一隻は、ヨーロッパと日本の信者ら約
一一〇0
名を乗せてマカオにむかうことになっていた（
C
.	R
.	
B
oxer:	T
he G
reat Ship from
 A
m
acon,	A
nnals	of	M
acao	and	the	old	Japan	T
rade,	1955-1640,	C
entro	de	E
studos	H
istoricos	U
ltram
arinos,	L
isboa,	1963,	
P
.85 ） 。
パ
（神父）ードレ
　
三十七名、イ
（修道僧）
ルマン補助
　
六名、日本人イルマン
　
二十名、すなわち合計六十三
0
名が日本から追放された人々である（岩生成一「媽港のゼ
スス会コレジオに於ける日本人について」 『歴史地理』第七十一巻第六号所収、昭和
13・
6） 。
また最近の研究
―
慶応義塾大学教授・高瀬弘一郎氏の「キリシタン時代マカオにおける日本イエズス会の教育機関について」 （ 『キリスト教史
学』第五三集所収、平成
11・
7）によると、マカオのコレジオ（
colégio ―
イエズス会の修道院）に送られて来たのは、
パードレ（神父）………三三名イルマン（修道僧）… 二九名同ドシュコス
宿………………………五三名
（この中には神学生二八名が含まれる）
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という。すなわち計一一五名ということになる（ヴァレンティン・カルヴァリョのイエズス会総長宛書簡［一六一四・一二・三〇付］ ） 。以上を総合すると、六十余名から百十名ほどの信徒がマカオに追放されたと考えられる。このとき長崎から放逐された神
パードレ
父らの氏名は明らかでないが、修
イルマウン
道僧の氏名の一部がだいたい判明している。つぎにその簡単な略歴と氏名を掲
げてみよう。
神パードレ
父………マルチーニョ式見（
P
e	M
artinho	X
equim
i ）	 一五七七年（天正五年）肥前の有馬に生まれた。一五九六年（慶長元年）イエズス会に入る。美術、日本文学、説教をよくした。
修イルマウ
　
道僧…
ン
…ベルトラメウ（
B
ertholam
eu ）	
一五七六年（天正四年）豊後に生まれた。一五九六年（慶長元年）イエズス会に入る。日本文学、説教をよくした。
同…………ファンカン・レアム（
F
ancão	L
eam
）	
一五四七年（天文十六年）下総に生まれた。一五八 年（天正十年）イエズス会に入る。一六〇一年（慶長六 ）イルマン補助となる。
同…………船本トーマ（
F
unam
oto	T
hom
a ）	
一五八〇年（天正八年）肥後天草の志岐 六〇八 慶長 三年）イエズス会に入る。才能にめぐまれ、マカオにおいて二ヵ 間ラテン文法や哲学をまなんだ。日本文学、説教をよくした。
同…………ジョセフ（
Jozeph ）	
一五七一年（元亀二 ）日向に生まれた。一五九一 （天正十九年）イエズス会に入る 六一七年（元和三 ）イルマン補助となる。のちコーチンシナ インドシナ南部地域）に住む日本人の伝道に従った。
同…………ジュリヨ（
Julio ）	
一五六九年（永禄十二 肥前有馬の古賀 八八 六入る。日本文学 通じ、説教をよくした。ラテン語を学んだ
同…………ローレンソ（
L
ourenço ）	
ローレンソ大町ともいった。 五七四年（天正二年）に生まれ、 六〇三 慶長八年）イエズス会に入る。日本文学に通じていた。ラテン語を学んだ。
同…………町田マチヤス（
M
achida	e	M
athias ）	
一五八〇年（天正八年）肥前有馬の口ノ津に生まれ 一六〇 （慶長十三年）イエズス会に入る。マカオ おいて哲学を学んだ。日本文学に通じ、説教をよくした 一 二 （寛永二
（14）199
年）よりコーチンシナ在住の日本人の伝道に従った。
同…………牧ミゲル（
M
achi	M
iguel ）	
一五八〇年（天正八年）摂津の高槻に生まれ、一六〇八年（慶長十三年）イエズス会に入る。六ヵ年間ラテン語を学んだ。日本文学に通じ、説教をよくし 一六二六年（寛永三年）コーチンシナに渡り、日本人の伝道に従った。
同…………森山ミゲル（
M
oriam
a	M
iguel ）	
一五七一年（元亀二年）長崎に生まれ 一五九一年（天正十九年）イエズス会に入る。イルマンの助手となる。日本文学にはほとんど通じていなかった。
同…………内藤ルイス（
N
aito	L
uiz ）	
一五七二年（元亀三 ）丹波の野瀬（？）に生まれた。一六〇六年（慶長十一 ）イエズス会に入る。六ヵ年間ラテン語を学んだ。日本文学 通じてい
同…………西ロマン（
N
ixi	R
om
ãn ）	
一五七一年（元亀二年）肥前の有馬に生まれた。一五九〇年（天正十八年）イエズス会に入る。日本文学にひじょうに通じていた のちマニラ、シャム 赴き、再びマカオにもどった。
同…………斎藤パウロ（
S
aito	P
aulo ）	
一五七七年（天正五年）丹波に生まれた。一六 八年 慶長十三年）イエズス会 入る。 ヵ年間ラテン語を学んだ。日本文学にひじょうに通じていた。のちコーチンシナ、トンキン（ベトナム北部）で伝道に従った のち故国 潜入して捕えられ、一六三三年（寛永十年）長崎で処刑された。
同…………天草アンドレ（
A
m
acuça	A
ndre ）
同…… クリストファン・リブレイロ（
C
hristovan	L
ivreiro ）
同…… 浜田ジュ （
X
am
ada	Justo ）
同…… 浜ジョアン（
X
am
a	Joaõ ）
同…… ニコラス（
N
icolas ）
同…… 丹羽ヤ ベ（
N
iva	Jacobe ）
同…… 柴田ディオゴ（
X
ibata	D
iogo ）
注・岩生成一「媽港のゼスス会コレジオに於ける日本人について」を参照。
マカオに追放になった修
イルマウ
　
道僧の
ン
七割は、九州出身者であり、若いときに入信している。平均年齢は、四、五十代といったところで、下総出身の
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ファンカン・レアム（一五四七～）は追放されたとき、最年長の六十七歳であった。
マカオ行の船が出た翌日（慶長十九年十月七日（一六一四・一一・八）
―
ポルトガル人エステバン・デ・アコスタ
（
23）
のジャンク
　　　　
と
村山等
とうあん
安（一五六九～一六一九、もと豪商、のち長崎代官、洗礼名はアントニオ、江戸で処刑）のジャンク
二隻がマニラにむけて長崎を出帆した。レオン・パジェスの『日本切支丹宗門史』は、このときマニラに渡った修道者は
―
イエズス会員二十三名（司祭八名、修士十五名）ドミニコ会の司祭 名フランシス 四アウグスチノ会の司祭二名俗間司祭二名
であった、と伝えている（上巻、三五六頁） 。とくにエステバン・デ・アコスタのジャンクは、ボロ船であり、船底のあちこちに穴 あいていた。絶えず海水を汲み出さないと沈みそうなこ
れら二隻の船に大勢の人間が積み込まれた
（
24）
。著名なキリシタン大名・高山長
ながふさ
房（右近、一五五二～一六一五、洗礼名・ドン＝ジュスト）と内藤如
じょ
安あん
（？～一六二六、江戸前期武将、洗礼名・ドン＝ジュアン）と、その家族らが乗っていた。マカ にむかったも は速かな、しあわせな航海
（
25）
を
したが、マニラ行 ものは一ヵ月ほど、浸水と暴風と逆風に苦しめられ十二月十一日（陽暦）ようやくマニラについた。ボクサーの『アマコンからの大船』 （
T
he G
reat Ship from
 A
m
acon ）によると、マニラにむかったジャンクに乗っていた者は、四十五
0
名とあり
（
26）
、追放者の数は明確でない。
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マニラ（フィリピンの首都。マニラはバシッグ川のデルタ上に発達した
市まち
。市域は半径約四キロの半円状をなしている
（
27）
）に着いた右近らは、総督
や聖職者、一般市民らから大歓迎をうけたが、右近はマニラ到着後四十日で熱病にかかり、一六一五年二月三日（慶長二十年正月六日）の未明、静かに息を引きとった。享年六十三歳であった
（
28）
。妻と四人の孫の一人は、の
ち変名を名乗り日本に戻った。内藤如安は、妻子とともにマニラ郊外サン・ミゲゥ村に住み、十二年後の一 二六年（寛永三年）亡くなり、右近と並んで葬られた
（
29）
。
　
右近らの遺骨は、第二次大戦中までイント ムロス（城内）の聖イグナ
チオ教会にあったが、いまはマニラから車で 時間ほどのケソン市ノバリチェスのイエズス会修道院にある。右近と如安の遺骨は銀製 骨つぼに入れられ、同修道院の裏庭の無縁信者のコインロッカーのような納骨箱のなかに納めてあるという（ 『朝日新聞』 ［夕刊］平成元 ・二・三付） 。
なおマカオの著名な郷土史家マヌエル・ティシェイラ師の『マカオの日
本人』 （一九九三）には、マニラの日本人キリシタンについて小記事がみられ、それにはつぎのようにある。
（文禄元年）一五九二年……
　
三〇〇名
（慶長十一年）一六〇六年……一五〇〇名
マニラ市
サン・ミゲゥ村
バ
シ
グ
ッ
川
ディラオ村
1671年にイグナシオ = ムニョスが作製したマニラ市と近郊地図
『 図説　日本文化史大系　第9巻　江戸時代　上』（小学館、昭和33・6）より。
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（寛永五年）一六二八年……三〇〇〇名
日本人は一五九二年（文禄元年）にディラオ（
D
ilao ）に、一六一五年（
元げんな
和
元年）にはサン・ミゲゥ（
S
an	M
iguel ）にそれぞれ
町
スィダーヂ
（
cidade ）
を造ったという（
M
anuel	T
eixeira:	E
xpulsos do Japão, Japoneses em
 M
acau 所収
,	Instituto	C
ultural	de	M
acau,	1993 ） 。
この記事は簡略すぎてあまり要領をえないが、もうすこし補足説明しておこう。スペイン人が じめてマニラへやって来たのは一五七〇年 元亀元年）のことであるが、このとき同地に在住する日本人を二〇名、中国人を四
〇名ほど見たという
（
30）
。日本人はかなり古くから南方の国々（台湾、フィリピン、ベトナム、インドネシヤ、マラッカ、カンボジャ、シャム（タイ） 、
ブルネイ、モルッカ諸島）に出入りしていた。
秀吉が堺・京都・長崎の商人に朱印状をあたえ、海外貿易を許可した、いわゆる御朱印制度がはじまったのは文禄元年（一五九二年）のことで
あり、慶長七年（一六〇二年）家康はマニラにた して朱印船の保護をもとめ、マニラ側もそれを承認し、年に六隻の渡来をみとめた
（
31）
。
　
一五八五年（天正十三年）
―
日本のイエズス会から派遣された十一名の日本人キリシタンがマニラを訪れた。その二年後の一五八七年六月二
十日（天正十五年五月十五日）ガブリエルという洗礼名をもつ日本人は、京都からマニラにむかう旅の途中、八名の同行者をキリスト教に改宗させマニラに着いた。かれらはマニラではイ ズス会の教会で洗礼を施された
（
32）
。
　
日本からやって来たキリシタンは、皆ディラオ（
D
ilao ―
現在のマニラ市庁舎があるサン・マルセリーノ地区）に滞留し、フランシスコ修道
会の管轄下におかれた。
一六〇三年（慶長八年）
―
ディラオ地区に住む日本人は約五〇〇名になっていた。一六一四年（慶長十九年）に日本から追放になってやって
来た者は、パシッグ河口南岸に住みついた。避難してきた日本人の多くは武士であり、かれらのために新しい小教区
―
サン・ミゲゥ（現在のア
ヤラ大通り、タフト通り、ユナイテッド・ネーションズ通り、パシッグ河岸に囲まれ 部分）
―
が設けられた。このときマニラにやって来たの
は、女性多数をふくむ一三三名
0
といい、女性らはサン・ミゲゥ地区に「女子修道院」を設立した。
日本人は一ヵ所にかたまって暮らさず、
（18）195
　　
ディラオ
　　
サン・ミゲゥ
　　
サンチャゴ
　　
キャビ
（
33）
テ
などに住んだ。
一六一五年（元和元年）
―
ファン・デ・シルバ総督がモルッカ征服を企てたとき、五〇〇名の日本人がこれに参加した。過酷な圧制と宗教迫
害のためマニラへの日本人移民の流入はとまらなかった。一六二八年（寛永五年）マニラは疫病に襲われた。
一六三二年（寛永九年）キリシタンを弾圧している海外からの抗議に対して、長崎奉行は、一三〇名のらい病患者（キリシタン）をマニラに送
りつけて来た。かれらはあふれんばかり 慈悲をもって迎えられ、サン・ラサロ病院に収容された。
一六四五年一一月三〇日（正保二年十月十二日）
―
マニラは大地震に襲われ、廃墟と化した。このときサン・ミゲゥ近郊のイエズス会の教会
や司祭館もともに崩壊した（ニック・ホアキン「日
ニッポニー ズ
本人町
　
サン・ミ
ママゲル」 『物語
　
マニラの歴史』所収、明石書店、平成十七年十二月） 。
＊
寛永七
庚かのえうま
午
年（一六三〇）邪宗門（キリシタン宗）のこつじき（物もらい）
七十名0
が大坂から長崎に送られてきた。かれらは年々宗門（宗
旨）改めがきびしくなってきたので、物もらいとなり、諸方に隠くれ住んでいたのであるが捕えられ、呂
ルソン
宋（フィリピンの古称）へ流罪となった
（ 「伴天連共流罪之事」 「長崎実録大成
　
第七巻」所収） 。
寛永十三丙
ひのえね
子年（一六三六）出島が完成し、南蛮人は残らず、この人工の島に居留を命じられた。表門に番人を置き、商用で往来する者以外、
いっさい出入りできなくなった。
この年、長崎在住の南蛮人（ポルトガル人）の子孫ら二八七
0
名は、マカオに追放された。このときの日本側の記事に、つぎのようなものがある。
「寛永十三年、榊原飛騨守、馬場三郎左衛門長崎奉行の時分、両人共に長崎へ被遣、南蛮人長崎にて
持もち
候そうろう
女房
子こ
男女三百人、長崎の
湊みなと
にて船に
乗せ、天
あまかわ
川（マカオ）へ被遣候」 （ 「通航一覧
　
巻百八十四」 ） 。
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「南蛮人
是これ
マテ
　
長崎在留ノ
内うち
出生シタル血脈ノ種子
共ども
　
御
穿せん
鑿さく
ノ
上うえ
　
男女二百八十七人
阿あま
媽
港ニ被
二相渡」 （ 「蛮人ノ種子阿媽港ニ被相渡事」
（ 「長崎実録大成
　
第七巻」所収） 。
二八七名といえば、相当な数であるが、ジャンクに乗せられたものか、南蛮船であったのか、日本側の史料には何も記されていないが、レオ
ン・パジェスの『日本切支丹宗門史
　
（下）』に、短い記事がある。
十月二十二日、二百八十七人の人を乗せた四隻のポルトガルの大
ガリオン
帆船が出帆した。
司令官ゴンサルベス（
G
onçalves ）が率いるポルトガルの大
ガリオン
帆船四隻がマカオを出帆し、長崎に入港したのは、寛永十三年七月八日（一六三六 ・
八・八）のことであった。乗組員は全員出島に宿泊した。これらの船にポルトガル人の妻子ら二八七名が分乗し、マカオに追放された。
追放されたのは、ポルトガル人の子孫ばかりか、数年間ポルトガル人と同棲し、その後日本人に嫁した者、その生みたる子女五六名以上がその
夫とともに追放された。中にはポルトガル人と 間にできた子供を養子としたため、同じく追放されたものもいた（ 『長崎市史
　
通交貿易編西洋諸国部
』長崎市
役所、昭和十年一月、四三九～四四〇頁） 。
レオン・パジェスの記事の通りだとすると、二八七名が長崎をあとにマカオにむかったのは、寛永十三年九月二十四日ということになる。
＊
一
　
流刑地
―
マカオ。
大勢の日本人キリシタンが流されたマカオとはどのような所であったのか。そしてまたかれらは流
る
謫たく
の日々をこの半島でどのように過したので
あろうか。
マカオ（澳
アオ
門メン
）は、ポルトガルの旧植民地であったが、一九九九年（平成十一年）中国に返還された。マカオは広東省南部
―
珠ツー ハイス
海市につなが
る南北五キロの
陸りく
繫けい
島（陸地と砂州によってつながれた島）である。明代には「
濠ハオチンアオ
鏡澳
」といい、清代になって「
澳アメ
門オン
」 （マカオ）と称するよう
になった
（
34）
。
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『
澳オームンチーリル
門記畧
　
二巻』 （
光コン
緒シー
庚ケン
辰チェン
六年＝一八八〇年刊）には、つぎのよ
うにある。
濠鏡澳之名見於明史其南有四山離立海水交貫成十字日十字門今稱澳門（濠の名（地名）は『明史』に
著あらわ
る。それにいわく、澳門とはすなわ
ち、澳の南に四山あり、離れて海水に立ち、縦横にその中を貫き、十字の形を成すをもって十字門というと。故 合して澳門と称し、あるいは澳ともいう） 。
マカオの面積は十六平方キロ、人口は約三十二万（一九九一）であり、
人口稠密な半島である。マカオは香港の西にあり、広東湾の出口
―
珠ヂュ
江チャン
口コウ
に位置している
（
35）
。かってポルトガル人は、マカオのことを〝神の
聖名の町〟 （
C スィダー ヂ
idade	d ドo	S サントanto	N ノーメom
e	d デe	D ディオス
ios ）（
36）
と呼んだ。マカオの発達の
過程をみると、ポルトガルの居留地として発生したのは 明の嘉
ヂャーヂ
靖年
ン
間
（一五二二～六六）であり、萬
クワンリー
暦（一五七三～一六一五）に租借地となり、清朝（一六六二～
　
）に入ってはじめてポルトガルの租界となった
（
37）
。
しかし、北京政府はポルトガルによるこの半島の完全統治を認めたわけではなかった。明朝末期、中国皇帝は地租（土地に対して課した収益
税）として五百両
テール
（一八八〇年代における約三七〇〇フラン
（
38）
）徴収した。ポルトガルが中国政府の公許を得て澳
マカオ
門に〝居留地〟を保有するに至っ
たのは、一五五七年（嘉
ヂャージ
靖三
ン
十六年）以後
（
39）
のことであるらしい。
マカオはもともと海賊の巣窟
（
40）
であったといい、一五五七年（嘉靖三十六年）ごろ、広東から浙江の沿岸に跳梁していた海賊討伐にポルトガル人
は功績があったので、澳門居住を許したものと考えられている。
十六世紀のはじめ、ポルトガル船がインドの沿岸にやって来て、やがて南西岸のゴアを根拠地とした。さらに東方へ進み、マレー、南洋諸島、
インドシナへと進出し、ついに山東省の澳
マカオ
門に達し、同地をアジアにおけるポルトガル貿易と布教の拠点とした。ポルトガル人は中国の生糸や絹
織物、日本との金・銀との交易で莫大な利益をえた。マカオが中国や日本へのカトリック布教の基地となり
（
41）
、幕府が慶長十九年（一六一四）聖職
マカオの地図。（Resumo da História de Macau,	1927年）より。
192（21）
マカオの日本人キリシタン
者や信
キリシタン
徒を当地やマニラに追放してからは、同地は布教師を日本へ潜入させる策源地となった
（
42）
。
のちこの居留地は、ポルトガル本国の弱体化にともない、さらにはアヘン戦争後、イギリスが香港を領有してから同地が中国・東南アジアに対
する貿易の拠点となるや、その影響をうけ、衰退の一途をたどった。いまは爆竹・タバコ・線香・ガラス・家具・鮮魚・塩魚などを輸出して生計をたて、避暑地・観光地として政庁財政に少なからぬ納入金 もたらして る
（
43）
。
かってマカオに行くには、戦前だと香港から汽船で三時間
（
44）
、戦後だと香港島の「マカオ・フェリー桟橋」から水
ハイドロフォイル
中翼船で約一時間かかった。が、
「マカオ国際空港」 （ 「澳門国際空港」
M
acau	International	A
irport ）が、タイパの東部埋め立て地に出来てからは、関西国際空港から直行便が週五
便出ていると旅行ガイドにある。
日本では近世初頭以来、マカオの とをつぎのように呼んだ。
亞あ
媽ま
港こう
…………「亞媽港書」 「通航一覧巻之百八十二」
	
阿あ
媽め
港かわ
…………「長崎志」
天あま
川かわ
……………「亞媽港紀略藁
さい
　
上」
	
臥が
亞お
……………「通航一覧巻之百八十二」
碼ま
…
こう
…………「亞媽港紀略藁
　
上」
	
天あまかわ
河……………「亞媽港紀略藁
　
上」
亞あ
媽ま
寨さい
…＊
………「水道考」
	
天河海…………「康凞輿図」
阿媽港国………「通航一覧」
＊「寨
さい
」は柵
さく
をめぐらした村落の意。
マカオの地誌についての記述に、江戸時代の日本史料につぎのようなも がある。
（亞媽港ハ）長崎ヲ
距へだた
ルコト海上
凡およそ
九百余里
　
北緯二十一度余ノ地
也なり
　
此この
地ち
支那ニ属ストイヘトモ
　
西洋千五百十七年
本朝大
たい
永えい
五
年二丁
あた
ル
　
波ポ
爾ル
杜ト
瓦ガ
爾ル
ノ人
　
初はじめ
テ舶来寄寓シテヨリ後
のち
　
山上ニ就
つい
テ城郭ヲ構エ
　
石火矢（大砲―引用者）ヲ備ヘ
　
営えい
塁るい
（兵営ととりで）ヲ設ケ
　
僧寺ヲ建テ
　
其その
都と
城じょう
（城壁をめぐらし
た大きな町）ニ於 大交易ヲナシ
　
海外近国ニ往来互
ご
市し
（交易）ス。 （ 「亞媽港紀略藁
　
上」 ） 。
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阿媽港ハ北緯二十一度余
ノ地ニシテ、唐山広東府香山縣 南海ニ
尖せん
出しゅつ
スルノ一
小地アリ。 （ 「阿媽港書」外蕃通書
　
第二十四所収） 。
一方、西洋人がスケッチした
地形学的特徴と町の描写は、つぎのようなものである。十七世紀から十八世紀の記述を引いてみよう。ゴアの編年修官兼文書館長であったアントニオ・ボカルロ
	A
ntonio	B
ocarro	 の「マカ
オ記
―
一六三五年」 （
M
acau, 
1635 ）に、つぎのような記述
がみられる。
神の名のこの町は、北緯
二十三度五十分に位置し、中国王国の海岸地方
―
広
A.Ljungstedtの著書	An Historical Sketch of the Portuguese Settlements in China,	Boston,1836	にみられるマ
カオの町の図と地図。
プラヤ・グランデ（遊歩道）
聖パウロ教会跡
国境（関閘）
外　港
内　港
190（23）
マカオの日本人キリシタン
東府の半島の南端にある。 （中略）前述の半島のこの突端は、われわれや現地人からマカオ（
M
acao ）と呼ばれている。半島は周囲が一リーグ（一リー
グは英米で約四、八キロ
―
引用者） 、もっとも幅が広いところで四〇〇
歩ほ
ある。町の周囲は半リーグほどであり、もっとも狭い先端で五〇
歩ほ
、もっと
も幅の広いところで三五〇歩
ほ
あり、東西は二つの海が打ち寄せている。マカオは東洋において最もすばらしい町の一つである。あらゆる地域とあらゆる
豊かな産物の金になる、みごとな取引を行っているからである。マカオには高価な品が豊富にあり、中国国内のどこよりも裕福な市民が多い。（中略）この町は、食糧の供給がじゅうぶんでない。なぜなら、われわれはそれを中国人から手に入れているからである。品質のよい、安価な食物は、内陸において手に入る。中国人とけんか なったら、たちまち食糧が来なくなる。中国人がいないと、食物が入手できなくなる。 （
M
ajor	C
.	R
.	B
oxer:	
M
acau na É
poca da R
estauraçâo ［
M
acau three hundred years ago ］,	Im
prensa	N
acional,	M
acau,	1942,	P
.27,	P
.32 ） 。
ボカレロの記述は、現地マカオを実見して書いたものではなく、官庁の公文書を用いて書いた間接的な記録である。つぎに抄出するものはイギ
リスの有名な大旅行家ピーター・マンディ（
P
eter	M
unddy,	 一六〇〇～一六六七）のマカオに関する実地報告である。そのまえにピーター・マン
ディの簡単な経歴についてしるしておこう。
マンディは一六〇〇年（慶長五年）コーンウォール
―
イングランド南西部の州
―
のペンリンという所で生まれた。一六〇九年父とともにフ
ランスのルアンに赴き、フランス語を学んだ。一六一一年 慶長十六年）五月、商船の
給ケビン ・ ボーイ
仕
となった。のちコンスタンチノプル、スペインなど
に旅行した。一六二八年（寛永五年）九月、かれはスラト（インド西部の町 に姿をみせ、一六三〇年十一月にはインド北部アグラ（デリーの南南東の町）にいた
（
45）
。
一六三六年（寛永十三年）四月
―
イギリス東インド会社のもぐりの商人ウィリアム・コーティン卿が派遣する六隻から成る艦隊（指揮者はジ
ョン・ウェデル船長）に、委託販売人として雇われ、イングランドのダウンズ（ケント州の錨地）を出帆した。この艦隊はインドのゴアに寄ったのち、マカオ沖に到着したのは、一六三七年七月五日（寛永十四年五月十三日）のことであった。同艦隊は半年以上もマカオの近くに滞泊したのち、一六三八年一月本国へむけて出帆した
（
46）
。
ピィーター・マンディが、ジョン・マウ トニーやトマス・ ビンソンらと、イギリス国王の書簡と艦隊司令長官のそれを携えはしけでマカオ
に上陸し、マカオ総督ドミンゴス・ダ・カーマラ・デ・ノロンナを訪 たのは、一六三七年六月二十八日（寛永十四年五月六日）という。 （マカオ到着は、ボクサーによると七月五日
0
とあるので、記述に矛盾がある） 。
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マンディらは総督官邸を訪問したのち、イエズス会のカレッジ（
C コレー ジオolégio	d ドスos	J ジェズイッタスesuitas ）へ行くと、そこで食事を供され、デザートとして茶菓子
や果実（茘
リー チ
枝）などの接待をうけた。マンディによると、茘枝はクルミの実ほどの大きさがあり、それまでに口にした果実の中でいちばん味がよ
かったという。
つぎにマカオの位置や規模について、マンディはつぎのように記している。
マカオは上り坂の上につくられた大きな土地の一方の端にある。住居は庭や樹木に囲まれていて、ゴアにちょっと似た美しい景色を呈している。が、
家はそれほど大きくはない。家の家根は二重にふいてある。しっくいも何度も塗り重ねてある。数年ごとに襲うハリケーンや激しい風の対策のためである。中国人は大風のことを台風と呼んでいる。高い塔を築いたり、教会に尖
せん
塔をつけないのは、台風のせいである。
マンディのあとに来るのは、イタリア人マルコ・ダヴァロ（
M
arco	d ’A
valo ）である。当人についてはどのような人物か不明である。が、イタ
リアの旅行家であり、商人であったようだ。マルコ・ダヴァロの「マカオ記
―
一六三八年」 （
M
acau, 1638 ）に、つぎのような記述がみられる。
マカオの町は北緯二十度二分の一に位置し、ひじょうに豊かな中国帝国の沿岸 方にある小さな島の一つの上にある。それは島と呼ばれているが、本
土のすぐそばにあるため、本土と結んでいる小さな細長い岬のうえを足をぬらさないで渡ることができる。この島と中国の沿岸地方との中間 ある幅の狭い 地の中央に、門のついた石壁
（
47）
がある。その門を通るものは一切（たとえそれが食糧や商品のようなものであっても）中国皇帝に対して関税を払
う必要があった。
ポルトガル人はその門を通ることを許されなかったから、中国人だけがそこを通った。（中略）この島は、広東の上級官吏がポルトガル人にあたえたものであり、それゆえポルトガル人はそこに町を建設することができた。 （中略）上述の
町は三角形のような形をしている。強固な防壁と城 に取りかこまれており、丘陵が三つある。その頂上にとりでがある。
マンディとダヴァロの記述は、慶長十九年（一六一四年）に第一回目のキリシタンの放逐がおこなわれてから二十数年後に記したものである。
この時期、マカオには日本人キリシタンの生き残りがまだいた。
188（25）
マカオの日本人キリシタン
つぎに引くものは、十九世紀の素描である。
マカオの町は北緯二十二度十三分、東経百十三度四十六分に位置している。 （中略）マカオは湾の入口の西側にあり、半島の上に造られた町である。
その半島は島といってもよいが、ひじょうに幅の狭い地峡によって本土と結ばれている。それを渡ったところに防壁がある。町の北二マイルほどの所である。 （中略）昼間、海からマカオの町に近づくと、景色はとてもすばらしい。明るい月光に照らされた町も魅力に富んでいる。 （
	J.	N
.	R
eynolds:	
V
oyage of the U
nited States F
rigate P
otom
ac, under the C
om
m
odore John D
ow
nes, during the circum
navigation of the globe, in the years 1831, 1832, 1833, and 
1834;	H
arper	&
	B
rothers,	N
ew
	Y
ork,	1835,	P
.336 ～
337 ） 。
マカオは北緯二十二度十一分三十秒に位置し、岩石の多い半島にある。マカオはポルトガル人がそこに住みつくずっと前から、安全な港ということで
知られていた。 （
S
ir	A
ndrew
	L
jungstedt: A
n H
istorical Sketch of the P
ortuguese Settlem
ents in C
hina,	Jam
es	M
unroe	&
	C
o.	B
oston,	1836,	P
.15 ） 。
港から見ると、マカオの景色はとても印象的である。マカオそのものは、中国にいる外国人に開放された、とても快適な居住地をなしている。ポルト
ガル人は二世紀にわたってマカオを所有してきたのであるが、この町は眼にはヨーロッパの市のように写る。教会や要塞やとりでなどがあつま ている。マカオは
	H
eang-shan	 という島の取るに足らぬ岬の上にある。地狭で岬を隔てているのは狭いとりでである。かって内陸との往来を防げるために、中国
人が警戒していた。マカオには、すばらしい港が二つある。内港と外港であり、岬の両側 ある。
半円形の海岸に幅のひろい、すばらしい道路があり、中国人やヨーロッパ系のさまざまな人種をみかけるが、かれらはマカオの人口を構成している。
ヨーロッパ人の住居 広々としており、外観もりっぱである。 （
R
ev.	G
eorge	S
m
ith,	M
.	A
:	A
 N
arrative of an exploratory visit to each of the consular cities of 
C
hina, and to the islands of H
ong K
ong and C
husan, in behalf of the C
hurch M
issionary Society, in the years 1844, 1845, 1846.	H
atchard	&
	S
on,	P
iccadilly;	J.	
N
isbet	and	C
o,	L
ondon,	1847,	P
.67 ～
68 ） 。
駐日アメリカ総領事の秘書兼通訳であったオランダ人のヒュースケン（一八三二～一八六三、江戸において浪士に襲われ死亡）は、来日の途次、
香港より汽船に乗りマカオを訪れた。正確な日付を欠いているが、一八五六年（安政三年）七月の某日である。当時、かれらの目に写ったマカオ
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は〝死の街〟に外ならなかった。かれは日記（フランス語で書いたもの）の中で、マカオのことをつぎのように記している。（前略）マカオは墓以外の何ものでもない。かつてはポルトガル王の冠の宝石であったマカオ。それは中国と交易できる唯一の港であり、ポルトガルの帆船が謎の国日本に向かって出帆し、莫大な利益を収めて帰ってくる唯一の根拠地 った。イエズス会は、ここから 宣教師を派遣 て福音を伝えさせたが、しかしこの大帝国をキリスト教に改宗させることにはあきらか 失敗した。ポルトガルの前進拠点、マカオ。 かしいま 墓以外の何ものでもない。
（青木枝
し
朗ろう
訳『ヒュースケン
　
日本日記』岩波書店、平成元年七月）
マカオは、港の近くにある高台の上り傾斜のうえに造られているが、外観はじつに美しい。灰色の
ような白灰の家並みは、海岸と境を接している段丘におおいかぶさり、海 面して 。むかしの商人の住居は、部屋が広すぎたり、ぜいたくな設備のせ で まではなおざりにされているようだが、ポルトガル商人がかって裕福であったことを証明している。
近くの丘陵やプラヤをたのしく一周すると、気持 よい運動となり、元気が出てくる。 （中略）港は
大きな船に向いてはい い。大船はマカオ
錨びょう
地ち
に停泊するのだが、停泊所は町から七マイルの所に
ある。 （
F
rancis	L
.	H
aw
ks,	D
.	D
.	L
.	L
.	D
:	N
arrative of the expedition of an A
m
erican squadron to the 
C
hina seas and Japan, perform
ed in the years 1852, 1853, and 1854, under the com
m
and of C
om
m
odore M
. 
C
. P
erry, U
nited States N
avy,	A
.	O
.	P
.	N
icholson	P
rinter,	W
ashington,	1856,	P
.140 ） 。
斜面は上り坂になっていて、また一群の丘陵の谷間を通っている。丘陵の頂上に古い城や修道院がある。そのような丘のてっぺんの一つにあるマカオ
の遺跡の中で人目を引くものは、古い教会の前面（聖パウロ教会
―
引用者）である。それは高台の上にくっきりと立っている。 （中略）石づくりの防
マカオのプラヤ・グランデ（遊歩道）。G・スミス師の前掲書より。
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波堤すなわちプラヤは、町の前面でカーブしているが、かっては交易でけん騒をきわめた。しかし、いまでは何もよいことをすることのない人々にとって、ゆかいで静かな遊歩道となっている。 （
W
illiam
	M
axw
ell	W
ood,	M
.	D
.	U
.S.A
	:	F
ankw
ei; or the San Jacinto in the seas of India, C
hina and Japan,	H
arper	
&
	B
rothers,	N
ew
	Y
ork,	1859,	P
.288 ～
289 ） 。
このすばらしい町において、さわやかな海風をたのしむことができるし、美しい湾を半周している広大なプラヤ・グランデの上を散歩すると、突然ヨ
ーロッパのどこかの古い臨海都市に連れてゆかれたような気になる。 （中略）一五七三年中国人は外国人 自国の外に置くために、地狭を横切るように壁をもうけた。地狭はほとんど島といえそうな陸地をつないでいる。マカオの町は、その地狭の上にそびえている。 （
M
.	M
.	A
.	T
alandier	et	H
.	
V
attem
are:	D
ix ans de voyages dans la C
hine et L
’Indo-C
hine,	L
ibrairie	H
achette	et	C
iè,	P
aris,	1877.	P
.251 ～
252 ） 。
マカオは、かっては手広い、もうけの多 商いや富で知られていたが、いまではその優位をすっかり奪われている。わずかの沿岸貿易によって、限ら
れた守備隊や英米の商人たちの家族の金で、かろうじて食べているようだ。また貿易に従事している独身の多くの紳士たち 、マカオを避暑地 している。かれらは金をたっぷりもっており、それを思うままに使っている。 （
T
he P
ersonal Journal of C
om
m
odore M
atthew
 C
. P
erry,	S
m
ithsonian	Institution	
P
ress,	W
ashington,	1968,	P
.126 ） 。
＊
朱印船による南洋交通貿易が盛んになるにつれて、これを好機としてとらえ、各地に渡航した船乗りや商人は、相当な数になると考えられてい
る。また帰航する外国船に便乗した商人や乗組員として雇われた者、さらに外地においてさまざまな仕事に従事する者の数は、けっして少くなかったという。慶長九年（一六〇四）から鎖国までの三十二年間に海外に出た日本人の数は、のべ十万人、南洋各地に移住した邦人は、七千から一万人ほど 推定されるという（岩生成一「日本移民の増加」 『
図説
　
日本文化史大系
　
第九巻
　
江戸時代
　
上』所収、小学館、昭和三十三年六月） 。
マカオはポルトガルにとって日本貿易の基地であり、早くから商船ばかりか、聖職者も布教や宗教教育をうけるために日本に往来した。さらに
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ポルトガル人は日本人が勇敢無比なることを知っていたから、貿易船に用心棒として乗せたり、教会や私邸の番人 して用い警護に当らせた（
48）
。しかし、現地の中国人からみると、このような日本人は倭賊もし
くは倭
わ
奴ど
（日本人の蔑称）であり、恐怖の的でもあった。
マカオに放逐された日本人は、当地到着後、どのような生活を送っ
たものかよくわかっていない。が、ある者は神学校に入り、また貿易船に乗り、海賊の防禦に当ったり、教会・砲台・城壁などの工事に従事したようである
（
49）
。
　
日中交渉史を専門とする黄
ウォン
天テン
氏（一九五四～、香港中文大学講師）
によると、日本人は聖パウロ教会（中国語で「
大ダーイサームバーパーイフォン
三巴牌坊
」
R フィー ナス
uinas d デe S サウン・パウロ.
P
aulo ）の裏に固まって住んでいたらしい。
さらに日本人が身を寄せて住んでいた集落は、同教会の北側
―
茨シューラムワイ
林圍（
P
átio	do	E
spinho ）だという。この集落にマカオ最大の古井戸があり、
日本人が堀ったという言い伝えがある（ 『地球の歩き方
　
D33　
マカオ』ダイヤモンド・ビッグ社、平成
23・
4、四五頁） 。
結果的には、日本人キリシタンは、倭寇を懸念する明代の中国政府のために、マカオに長く滞在することができず、やがて東南アジアのマラッ
カ、ベトナム、カンボジアなどに流されたという。
ピーター・マンディは、マカオ滞在中に
日ジャポネース
本人（
Japoneses ）―
サムライをじっさい見ている。かれはその容姿をスケッチし、かつ日本人の
特徴を日記にしるしている。
われわれはこの町で何人かの日本人を見かけた。たいていはキリシタンである。キリシタンでない者は、脳天から前部にかけての頭半分を剃っている。
髪の残りの部分は、きわめて短い、小さなひもで結ばれている。 （中略）日本人はやわらかい、あるいはかたい紙で鼻をかむ。かれらは小さくした紙を身につけている。鼻をかんだ紙は、きたないものとして捨てられ また亜
リ
麻ネ
布ン
のハンカチをもっており、それで顔や手をふく。
ピィター・マンディがマカオ滞在中に描いた 本人の
スケッチ。
184（29）
マカオの日本人キリシタン
（前掲Ｃ・Ｒ・ボクサー編著『三百年前のマカオ』の七三頁。 ）
マンディによると、日本人は着物を着、サンダルをはき、腰に
刀コタ
（
C
ota ）を差していたという。かれは日本人を目撃したとき、耳にはさんだ日
本語をいくつか書き留めている。たとえば、つぎに記すものがそれである。
Sagashoo gooseeka =
	how
	doe	you? （ 〝いかがでござる。 〟の意か）
Y
ungosere =
	w
ell	or	good （ 〝ようござる〟の意か）
V
aroogoosere =
	ill	or	bad （わるうござる
―
〝健康がすぐれない〟の意）
G
oodaree	=
	com
(e) （ござれ）
M
undalee	=
	goe （ 〝行く〟の意か）
Sakee	 ＝
	w
yne （酒
サケ
）
M
esh	 ＝
	rice （飯
めし
）（
50）
　
キリシタン弾圧を逃れてマカオに来た日本人、あるいは当地に放逐された の中には、絵師・彫刻家・職人らもいたようである。たとえば、
つぎの四名は、イエズス会員であり、聖画を描く絵師であった。かれらは慶長十九年（一六一四年）十一月、イエズス会の司祭兼画家であったイタリア人 ジョヴァンニ・ニコロ（一五六〇～一六二六、マカオで死去）とともにマカオに放逐された後、宗教画の模写や製作に従事するかたわら、聖パウロ教会の装飾のしごとに携わった。
マンシオ・タイチコ（
M
ansio	T
aichiko ）……肥後の宇土に生まれ、イエズス会のイルマゥン（修業僧） 。一六一五年一月二〇日（慶長二十年一二・二一）
マカオで死亡。聖パウロ教会の「聖ミカエルの祭壇」の近くに埋葬された。享年四十一歳。
ペテル・チクアン（
P
eter	C
hikuam
,	
ポルトガ 語では
	P ペー ヅロedro	J ジョアウンoãn ）
……一六二二年一一月二八日（元和八・一〇・二六） カオで死亡。
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トデウ（
T
odeu ）	
…………………………一六二七年一一月一六日（寛永四・一〇・九）マカオで死亡。聖パウロ教会の「聖ミカエルの祭壇」の近く
に埋葬された。
ヤコブ・ニヴァ（
Jacob	N
iva,	 又は
	
Jacobo	N
iva,	 中国名・
N
i	Y
i	C
heng	 尼
伊陳？）
……一五七九年（天正七年）中国人の父と日本女性との間に生まれた。一六〇一年（慶長六年）マカオに来た。
一六三八年一〇月二八日（寛永十五・九・二一）当地で死亡。享年五十九歳。
またマカオに追放された者の中には、日本にいたとき神
セミナリオ
学校の生徒だった者が二十八名おり、かれらは改めてマカオの神学校（聖パウロ教会に
隣接する同一地域内
（
51）
にあった。すなわちモンテのとりでに近い小高い丘に位置
（
52）
）に入り、中断していた学習をつづけることになった。神学校は一
六一四年十一月末か十二月ごろ再開された
（
53）
。そこの教師らはすべて日本の流人であった。
神パードレ
父
　　　
フランシスコ・ピレス（上
スペリオル
長）
修イルマゥン
業僧
　　
ジョアン・バウティスタ・ペセ（上長の補佐）
神父
　　　
ヴィセンテ・リベロ……『神学要綱』の教師。講読を担当。
修イルマゥン
業僧
　　
船本トマ…………………ラテン語教師。
同
　　　　
野間アンドレ 日本語の書物 中国の道徳書の講義。
同
　　
内藤ルイス……… 日本の諸宗教の書物教師。ラテン語の翻訳を手伝った
（
54）
。
　
注・高瀬弘一郎著『キリシタン時代の文化と諸相』 （八木書店、平成十三年六月） 、五九頁。
日本から大勢の司祭や信徒が送られてきたために「聖パウロ学
コレジョ
院」の重要性はいっそう増した。当時、この学院で六〇名のイエズス会士がラテ
ン文法から神学まで学んでいた。追放された日本人がマカオにやって来て約九年後
―
一六二三年（明の天
テンチー
啓三年、邦暦の元和九年）には、学院
に隣接して、日本人の子弟のために「聖イグナチオ神学校」 （
S
em
inário	de	S
anto	Inácio ）が新設されたが、一七〇一年（清の康
カン
熙シー
四十年、邦暦の
元禄十四年）聖イグナチオ神 校は、資金不足により閉鎖された
（
55）
。
　
マカオの神学校は手狭であった。大勢の日本人を収容できないため、神学生は数軒の家に分宿した。信徒の中には、無為、無気力にくらす者、
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イエズス会を去る者、布教や学習のためインドやマラッカやコーチンシナ（ヴェトナム） 、そしてはるかローマまで行く者などがいた。マカオの中国人は、日本人に深い猜疑心を抱いており、当地でくらすことを許そうとしないため、マカオは日本人にとってけっして安住の地ではなかった。
＊
一
　
マカオの聖パウロ教会（ 「
大
ダーイサームバーパーイフォン
三巴牌坊
」 ）に葬られた日本人。
こんにちマカオ観光の目玉のひとつになっており、マカオのほぼ中央の丘にそそ
り立つ「聖パウロ教会」 （
I イグレージャ ・greja
d ダ・a
M マー ズレ・
adre
d デ・e
D デウス
eus ）は、一八三五年の火災により
〝教会の正面〟
f ファシャーダachada	d ドゥマum
a	i イグレージャgreja
だけを残す見るも無残な姿となってしまった。
が、マカオ史に興味をもつ人間にとっては、それでも興味を引いてやまぬものがある。筆者などはまだ夜が明け切らぬ暗いうちに 何度この教会の正面を飽かずに眺めたことか。
一五六二、三年ごろ（明の嘉
ヂャーヂン
靖四十一年か四十二年、邦暦の永禄五、六年）ごろ、
マラッカから派遣され、マカオを初めて訪れたイエズス会士は、つぎの三名であった。
フランシスコ・ペレス（スペイン人司祭）マヌエル・ティセイラ（ポルトガル人司祭）アンドレ・ピイント
　
  （ポルトガル人修道士）
この三人こそ聖パウロ教会の原型をつくった人々である。かれらは一五六五年十
二月―わらぶきの屋根のついた小屋のようなものを建てて
住
ヘズィデンスィア
居
（司祭館）とした。
聖パウロ教会（「大
ターサンパーパイフォン
三巴牌坊」）の正面
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その位置は、いま聖アントニオ教会があるあたりである。が、程なく焼失した。
その後建設を再開するが、教会はそのつど火災によって失なわれるのである。その歴史を年代史的にしるすと、つぎのようになる。
一五七三年（萬
クワンリー
暦元年、邦暦の天正元年）…………………木造の教会と司祭館を新たに建設した。
一五七四年………………………………………………………木
き
摺ずり
（壁に塗るしっくいの下地として用いる貫
ぬ
き板）と漆喰で造った教会が新築さ
れた。これを「マードレ・デ・デウス」 （聖母）教会と命名した。
一五八〇年………… いまある聖パウロ教会の地に中国人改宗者のために小さな家屋と礼拝所を建て増し
した。
一六〇一年………… …………………………………教会の諸施設は火炎により焼失。マカオ市民や商人らは、きょう金し新たに教会
建設することにした。教会の設計と監督を担当したのは、カルロ・スピノラ師らい。
一六四〇年（明の
崇
チョンチュン
禎
十三年、和暦の寛永十七年）……聖パウロ教会の完成。同教会には附属の神学校も造られたが、モンテのとりでの下
にあった。それは塔状ではない、二階屋であった
（
56）
。
　
聖パウロ教会の建物は、ポルトガル風ではなく、イタリアのイエズス会の教会に多くみられる様式になら たものであ 。建物の正面は、プラ
テレスク様式（十六世紀ごろ、スペインで流行した建築様式）に似ていると う。材料はみかげ石。教会の側壁はレンガ・石灰・砂・粘度などを
聖パウロ教会の司祭の図。
（『澳門記略』）より。
180（33）
マカオの日本人キリシタン
用いた。 「正面」 （五層［階］から成る）の建設費だけでも、三万ターレス（銀貨）であったという
（
57）
。
教会の屋根は、アーチ形。それを造ったのは中国人であり、木を刻み、金をかぶせ、空色や朱色の塗料を塗った。教会の内部はバシリカ風（側
廊のついた本堂と後陣とを備えた初期キリスト教時代 聖堂）であった。床は石が敷きつめてあった。祭壇、合唱隊席、小聖堂、聖具室などを備えていた。
この聖パウロ教会に関して叙した中国側の史料に、 『澳
アオ
門メン
記チー
略リエ
』 （光
コン
緒シー
庚ケン
辰チェン
六年＝一八八〇年刊）がある。同書の下巻「澳
アオ
蕃ファン
篇ピエン
」から原文を引
き、そのあらましの意味をつぎにしるしてみよう。
教会は最初、三
サンパー
巴の奥深いところに在った。東北は、山（モンテの丘
―
引用者）によっている。そのためにその高さは、数尋
ひろ
ある。教会のわきにあ
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る門はわずかしか開かない。長い石に彫刻が施されているが、その金色と青色は、照りはえている。上部のほうは幌
ほろ
で覆われているようでもある。そば
に美しい彫像があり、その美しい文字（中国語で「聖
シェンモウタロント
母路龍頭」といった刻字
―
引用者）によると、天母の名はマリアという。その顔つきは少女のよ
うであり、あかんぼうを抱いている 曰
いわ
く、イエス・キリストは、法衣を縫っているわけではない、と。
その彫像は、頭のほうから、すっぽりと法衣を身にまとっているが、その色は紺青色である。見あげると、それは土でつくった像のようでもある。そ
ばにいる三十歳ほどの人は、左手に地球儀をもち、右手は胸のまえにおき、いまにも物の理を説こうとしているようである。ひげとまゆが立った者は、怒っているよ それらを見上げている者は、喜んでいるようである。耳は福耳、鼻は高く、目は将来性があることを物語っている。
口は声を聞くようである。教会に高楼があって、いろいろな楽器を蔵し 。時刻を示す台（時計―ルイ十四世からの贈物
―
引用者）がある。そ
の下に大きな鐘があ 。そびえ 建物のすみにあっ 、時を告げる。
郎ランクォンレン
光任の「三
サンパー
巴
暁ぎょう
鐘しょう
」の詩に
―
疎そ
鐘しょう
（時おり聞く鐘の音）遠
えい
寺じ
（遠くの教会）より来りて、籟
らい
静せい
一いっ
聲せい
閒しずか
なり（音がぴたりとやむ）月
つき
を帯
おび
て
　
清きよ
き海へ沈み
　
雲に和して冷山を度
わた
る（月影は雲といっしょにひややかな山を越えてゆく）
聖パウロ教会の表面。〔筆者撮影〕
『澳門記略』にみられる聖パウロ教会の図
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五ご
更こう
昏こん
暁ぎょう
の際（夕方と明けがたに）
　
万ばん
象しょう
無む
間かん
に有
あ
り（あらゆるものがどこにでも存在する）試
こころ
みに蕃
ばん
僧そう
（外国の僧）に向
むか
いて問
と
わん
　
曽かつ
て能
よ
く
此こ
の關
せき
を識
し
らんやと これまでその要諦を識っていましたか）
外国の僧の小さい部屋は百十あって、かれらはそこにしりぞく。
注・中国古文は若水俊教授の教示をえた。
ピィーター・マンディは、マカオにはじめて上陸したとき、聖パウロ教会と付属の建物（神学校）を見たばかりか、来客のために教会内で演じ
られた芝居も観ている。
一六三七年十一月二十五日（寛永十四・十・九） 、マンディは船団の幹部と司祭の招待により教会におもむくと、中国服を着た町 子どもたち
が演じる芝居（サビエルの生涯を劇にしたもの）を観劇した。子どもたちは、りっぱな衣装と宝石を身につけて演じたのであるが、親も参観した。
この教会はよくよく運に見放されていたのか、十八世紀に入ると、極東全域のための宣教師養成機関としての役割を停止し、さらに十九世紀に
なって火災により建物を焼失した。何よりも惜しみてあまりあるのは、教会に隣接する
神セミナリオ
学校
が、 「元気なネズミの巣
（
58）
」と化し、数百年にわたっ
て蓄積した貴重な文書類が、かれらに食い荒らされたことである。
さらにそれに追い討ちをかけるように、一八三 年一月二 六日（清の
道タオ
光クァン
十五年、邦暦の天保五年十二月二十八日）の夕方六時ごろ、神学
校と教会がいっ ょに火災によって失なわれた。
十八世紀末
―
神学校は「兵舎」として用いられていた。火災が起った当日、兵士らは大量の薪を神学校の台所のちかくに積みあげていたのだ
が、そこから火が出た。それが 元とな 、神学校の建物のすべてが火災につつまれた。「火災が起ったのは、ちょうど夕方六時を打った時であった。火の手は早く、八時十五分には、ルイ十四世の寛大さに多くを負うている荘厳な学院（神学校）は、灰じんに帰した」 （ 「海
アナエス
事・
・
植
マリッチモス ・ エ ・ コローニアエス
民局
」の記録より） 。
このときの火は、聖パウロ教会も呑み込み、同教会は、厚い壁側（いまはない）と「前面」と石段（花崗岩製）だけを残す無残なすがた なっ
た。極東における宣教師たちの貴重な報告書は、このときすべ 灰になっ が、聖人や殉教者の遺物は助かった。
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また教会内の「聖フランシスコ・ザビエル礼拝堂」には、計十九体の日本の殉教者の遺骨が保管されていたが、火災のとき、 「聖アントニオ教
会」に移された。いまは聖パウロ教会の小さな礼拝堂に収めてある
（
59）
。
　
火災から二年後
―
一八三七年五月（天保八・四）聖パウロ教会は、 「墓地」として利用されることになり、焼けた教会の身廊に小さな礼拝堂
がつくられ、死者が埋葬される前に遺体を一時そこに安置した。またヒマラヤ杉なども植えられた（いまはない） 。しかし、墓地として使用されたのは、一八五四年（清の咸
シェンフン
豊元年）十一月上旬（邦暦の嘉永七年九月中旬）までの約二十年間である。
やがて遺骨は堀り起され、新しい墓地に改葬された。墓石はマニラに運ばれ、小さく砕いて舗石や船の底
バラスト
荷などに用いられたらしい
（
60）
。
Ｃ・Ｒ・ボクサーの論文「マカオのイエズス会聖パウロ教会に埋葬された日本人キリシタン」 （
Japanese C
hristians buried in the Jesuit C
ollege 
C
hurch of São P
aulo at M
acau,	M
onum
ent	N
ipponica,	vol.1,	1938,	S
ophia	U
niversity,	T
okyo ）には、リスボンの「植
アルキーヴォ・コロニーアル
民地古文書館」において発見
したマカオの聖パウロ教会内に葬られた平信徒や同宿、修道女ら二十三名の氏名と埋葬地の記録をポルトガル語で引用されている。それを摘記したものをつぎに掲げてみよう。
⑴
	
トバ・マリア・ビクニ（
T
oba	M
aria	B
icuni ） ……………………………
	 追放者。説教壇のちかくの中央通路に葬られた。
⑵
　
同宿
	
ルイース（
L
uis ）…………………………………………………………
	
	 両人は中央通路に葬られた。
⑶
　
同宿
	
リノ（
L
ino ）………………………………………………………………
⑷
	
ヘジナ・ペレイラ
R
egina	P
ereira ）……………………………………
	 一六四八年二月八日死去。教会内に葬られた。
⑸
	
ガスパル・バ ボザ（
G
aspar	B
arboza ） …………………………………
	 一六四八年十一月死去。
⑹
	
マリア・ヂーアス
M
aria	D
iaz ）…………………………………………
	 一六四九年十一月三日 説教壇のまえ
⑺
	
トマシア・ダ・コスタ
T
hom
asia	da	C
osta ）…………………………
	 修イルマゥン
業僧バルトロメウ・ダ・コスタの母。ガスパル・バルボザが埋葬
された墓に、 五二 月七日に葬られた。
⑻
	
ロレンソ（
L
ourenço ） ………………………………………………………
	 日本の神学生。一六五二年十 二十五日死去。
⑼
	
マルタ・ソングア（
M
artha	S
ongua ）………………………………
	 一六五四年四月十日死去。
⑽
	
マリア・フェルナンデス（
M
aria	F
ernandes ）……………………
	 医師シヴォン殿
ドノ
のおば。一六五五年三月十日死去。
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⑾
	
日本女性……………………………………………………………………
	 見習い修道士アントニオ・ロドリゲスの母。一六五五年八月十日死去。
⑿
	
アンドレ・グサキ（
A
ndre	G
usaqui ）……………………………………
	 シロベイ殿（
xirobe	dono ）の息子。一六五八年六月十九日死去。
告解室の前に葬られた。
⒀
	
エウジェーニオ・カルヴァーリヨ（
E
ugenia	C
arvalho ）………………
	 一六六八年十一月二十八日死去。
⒁
	
パウロ・シロベ殿（
P
aulo	X
erobe ）………………………………………
	 一六七〇年十月五日死去。第二番目の柱と告解室との間に葬られた。
⒂
	
モニカ・ジョルゼ（
M
onica	Jorze ）……
	 聖パウロ教会に葬られた
⒃
	
イザベル・ジョルゼ（
Izabel	Jorze ） …………
	 一六八五年一月十日死去。パウロ・シロベ殿 妻。第一告解室の前に葬られた。
⒄
　
修イルマゥン
業僧
	
モニカ・ピィレス（
M
onica	P
ires ）………………
	 一六八七年一月十七日死去。木製 門の前に葬られた
⒅	
マリア・ダ コスタ（
M
aria	da	C
osta ）…………………………………
	 一六八八年一月二十二日死去。
⒆
	
レオグアルド・ダ・フォンセンケア（
L
eoguarda	de	F
onsequa ）……
	 一六八八年九月十五日死去。
⒇
	
マリア・フェ ナンデス（
M
aria	F
ernandez ） ……………………………
	 一六九八年二月十七日死去。

　
修イルマ
　
道女
ン
アンナ・ダ コスタ（
A
nna	da	C
osta ） ……………
	 一六九八年十二月九日死去。面会所の外に葬られた

	
マリ ・フェルナンデス
M
aria	F
r~z ） ……
	 一七〇三年三月 六日死去。

　
修イルマ
　
道女
ン
カテリナ・コレ （
C
atherina	C
oreria ）………………………………
	 一七二六年九月十八日死去。
注・原文には埋葬場所について、ポルトガル語で説明されていたが、解読に自信がもてないので省略もしくは略記した。また原文に没年のないものがある。
この死亡および埋葬記録をみると、これらの日本人は一六四〇年代から一七二〇年代（邦暦の元和から享保）にかけて亡くなっていることがわ
かる。マカオで死亡した追放者の実体は不明だが、他につぎのような人びとが亡くなっている。
柴田ディオゴ……………………………一六一八年九月十四日死去。
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大町ロレンソ……………………………一六二〇年十一月六日死去。守山ミゲル……… 一六二三年七月三十日死去。ファンカ・レアン 一六二七年十月六日死去。古賀ジュリオ……… 一六二七年十 月死去。萩原クリストヴァン・レイタアン 一六三五年五月二十一日死去。内藤ルイス…………… 一六四 年八月 日死去。
注・五野井隆史著『江戸初期キリシタン史研究』吉川弘文館、昭和
58・
2、二五六頁を参照。
以上七名の大半は、マカオへ追放後、十年ほどして死亡したものである。むすび〝キリシタン
〟（切利支丹、切支丹）という語は、ポルトガル語の
	C
hristãn	 から来ており、ふつう「キリスト教徒」を意味する古称である。広
義においては、キリスト教の宗門やキリスト教に関することをいっさい含めて、キリシタンといった。神が日本の基
もとい
をひらき、神がこの国を守る、
といった考えや仏教思想が根づよいわが国に、西洋の新しい宗教が伝わり、その伝道がはじまる 、それを国害として嫌悪し排斥する気運が生じ、やがてそれが大勢となって迫害に発展した。
天文十八年（一五四九）わが国にキリスト教が伝わり、天正十五年（一五八七）の秀吉による禁教令が出るまでの約四十年間に、キリシタン信
徒の数は二〇万人（当時の人口は二千万人ほど）に達し、さらに約三十年後の慶長十九年（一六一四）にキリシタン宣教師および信徒の大追放がおこなわれたときには、その数は六〇万人にもふくれ上っていた。
一般国民の精神の根底にあったものは、ヤソ教（キリス ）というのは、
〝
邪教
〟（正しくない宗教）もしくは〝
邪法
〟（有害な教法、妖術）
であるから、排除すべきである というものであった。また外国人一般や外国文化にた する反動や反感、ねたみや疑いなどが徐々に助長されて、やがてそれがキリスト教を敵視す 一つの勢力に た。
秀吉の禁教令は突発的に発せられたものであるが、それは厳密に履行されたわけではない。キリスト教は表むき〝禁教〟であるが、消極的な圧
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迫をくわえたにすぎなかった（ 「キリシタン迫害と禁教」 『カトリック大辞典』所収） 。しかし、キリシタンの町
―
長崎は、政府の直轄地となっ
た。秀吉の没後、迫害はゆるみ、布教もらくに進んだが、関ヶ原の戦（慶長五年＝一六〇〇年）のあと 徳川家康が天下のは権を握ると、キリシタンは受難の時代をむかえた。家康は朝鮮・中国・西洋との通商を希望し、貿易によって日本を豊かにするためにキリスト教 伝道 みとめ 宣教師らを厚遇した（日屋根安定著『日本基督 史
　
全』 、二〇一頁） 。しかし、オランダ人からポルトガル人やスペイン人は、キリスト教をもって
他国をうばう手段としている（ 「掠
レ国奪
レ地」
―
『耶蘇教国害論』大阪、明治
14年刊） 、といったざん言や駿府城がたびたび怪火を出したこと
から、豊臣方が高山右近を中心とするキリシタン勢力と手をむすんで、徳川家に対して陰謀を企てていると考えた
キリシタンを威かくし、刑罰を加えても、かれらがいっこうにひるまないため、幕府はますますキリスト教にたいして嫌
けん
疑ぎ
と憎悪を抱き、つい
に秋になって〝西北風〟が吹くころ、四百余人（うち約百名 宣 師）のキリシタンを国外に追放するにいた た。当時の人口 ら考えると、これは空前絶後の大放逐であった。
しかし、いったん追放されても、つぎの年からイエズス会、フランシスコ会、ドミニコ会の宣教師らが、マカオやマニラから日本潜入を開始し
た。
要するに、幕府が大規模なキリシタンの大追放をおこなった主な理由は、キリ ト教が為政者に国 存亡にかかわる大恐怖を抱かせたからであ
ろう。
完
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